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日本における保険のデジタル化
eKYCとスマートコントラクトの普及に向けて
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ミッション
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デジタル技術を活用した保険商品の開発

従来の産業構造がデジタルディスラプション（digital disruption）によって新たな社会的価値を創
出する一方で、デジタル化に取り残された産業はその恩恵を受けることなく、衰退を余儀なくされ
てしまうことも少なくありません。

デジタル化を図る上でも「社会的包摂」を前提とした取り組みは非常に重要になると考えられ、
IT基本法の改正やデジタル庁の設立が間近に迫る現在、顧客一人一人がデジタル化の恩恵を受けら
れる制度設計について各産業において様々な検証が必要となることでしょう。

2019年度の新規契約の年換算保険料は約1兆9400億円と前年度の3分の2以下の水準に低迷する生
命保険業界では、医療・健康データの活用して新たな収益源を模索する取り組みが行われており、
ビジネスモデルの刷新によって厳しい競争環境への対応が求められます。

ビジネス環境の変化にともない各社がデジタル化を推進している中、私たちは海外の事例を踏ま
え、日本市場におけるデジタル保険の普及に向けた取り組みを進めてまいります。
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#1 デジタル保険市場の現状と課題
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世界のデジタルヘルス市場

● データを活用した医療費の効果的な削減などに投資家が期待し、デジタルヘルス事業を営むスター
トアップ企業に多くの投資が集まる

● デジタルヘルス企業の多くは医療保険のアクセスや運営の向上に取り組んでおり、共済/医療保険
のオンライン化が進行

参照：https://www.nikkei.com/article/DGXMZO64366830Z20C20A9000000/）

世界の企業価値の高いデジタルヘルス企業上位10社

https://defipulse.com/
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● アフラック生命保険：オンラインで保険営業から契約までを完結できるシステムを今年の10月末か
ら稼働予定（第一生命保険・損害保険ジャパン・太陽生命保険などもオンライン化を推進）

● アジャイル推進室の設立により社内の意思決定を迅速化し、ビジネス環境の急激な変化に対応でき
る組織作りによって、従来のビジネスモデルの刷新やオンラインデータを活用した新たな保険商品
の開発などが期待される

日本における保険のオンライン化

参照：https://www.nikkei.com/article/DGKKZO64450430Q0A930C2TJ2000/

https://defipulse.com/
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● 近年ではデジタル技術を活用した保険商品を開発提供する事業者が参入するなど、業界全体の裾の
が拡大

● これまで人による手作業によって真贋や信頼を担保してきたビジネス構造が、ブロックチェーン/
スマートコントラクトでプログラマブルに自動化（保険金の支払いが2週間から即座に受け取れる
ようになるといった事例も）

日本におけるデジタル保険の実証
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● eKYCシステムの導入によって詐欺など不正防止が期待され、非対面での保険の加入が可能となる
ことで、煩雑なプロセスの効率化が図られる

● これまで紙で行われていた業務がデジタルで完結することで非接触型の保険サービスなども普及が
見込まれる

● 官民が共通して個人を識別できる「デジタルID」は、マイナンバーカードの普及とともに日本にお
いても定着することが期待されたが、行政手続きがデジタル化に対応していないことから国民がそ
のメリットを享受する機会は少なく、人口に対する交付枚数率は19.4％（2020年9月1日時点）に
とどまっている状況

オンライン保険におけるeKYCの重要性

参照：https://www.soumu.go.jp/main_content/000706695.pdf

https://defipulse.com/
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マイナンバーカードの普及によるデジタル化の推進

参照：https://www.nikkei.com/article/DGXMZO64161420T20C20A9EE8000/

● LINEによる住民票交付サービス：住民票は最も厳格な本人確認が必要だと住民制度課はしており、業者独自
の認証ではなくマイナンバーカードに搭載する電子署名を使うよう自治体向けの通知で求める

● マイナンバーカード情報をスマートフォンに搭載する仕組みも検討されており、銀行口座の連動や運転免許
証、国家資格証のデジタル化とカードとの一本化を政府は目指している

参照：https://www.nikkei.com/article/DGXMZO64255400V20C20A9EA3000/

即時決済などマイナンバーカードの普及が保険業界のデジタル化には重要となる

https://defipulse.com/
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO64255400V20C20A9EA3000/
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#2 保険業界におけるデジタル技術の活用事例
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データ主導型のデジタル保険商品の開発に向けて

GDPに対する保険支出（総保険料の比率）/経済協力開発機構（OECD）

・デジタル技術を活用した管理運用コストの削減

・より良い顧客体験の提供に向けた信頼できるデータの利活用

・情報の非対称性の改善による価格設定の最適化

● 近年では7〜9%の割合でGDPに対する保険支出は推移

● 消費者が保険を適用することで安心してサービスを享
受できる社会の実現は、経済活動の活性化を促進

● 一方、予期せぬ災害の多発により投資収益が減少し、
ビジネス環境が急激に変化するなど、これまで保険業
界で広く採用されてきた従来型のビジネスモデルを変
革する取り組みが重要であると言えます
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● IoTデバイス：降水量、電気、圧力など外部環境で発生した様々なデータを収集

● 自動車保険の場合では速度やブレーキといった運転活動をはじめとして道路状況
や事故の際の衝撃を監視することが可能に

● スマートコントラクトの組み合わせによって、IoTデバイスからのデータを活用し
た割引率/保険金額の決定や支払いの自動化を実現
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スマートコントラクトを活用した次世代保険商品モデル

農業保険：降水量に応じたデジタル保険 フライトデータに基づいた航空便遅延保険

● P2P保険、分散自律型保険プールなど新しい保険商品の開発にスマートコントラクトは活用されており、従来の保
険業界で行われてきた手作業によって信頼性を担保するシステムからより自動化されたシステムへの移行を実現
することでしょう
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● スマートコントラクトを活用したデータ主導型のデジタル保険商品は、決済プロセスまでの自動化を実
現

● 保険事業者はより低い保険料と決済の迅速化を顧客に提供することができ、今後はスマートコントラク
トによる自律型（および半自律型）の保険商品の開発が進むことが予想される

スマートコントラクトを活用した次世代保険商品モデル

アプリ 消費者災害の発生

震度検知 通知

保険会社位置情報

補償判定・実行モジュール

スマートコントラクト（位置情報/震度情報）

災害発生の自動検出

銀行口座への即時決済

分散型オラクル

マイナンバーカード
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日本：保険業界におけるデジタル技術の活用

住友生命保険相互会社「ブロックチェーン ×給付金自動請求」
R3 Cordaブロックチェーンを活用した保険請求手続きの実証実験

ドコモ ×東京海上日動「AIほけん」
スマホで補償金額設定が気軽にでき、保険の見直しの定期的な提案も

東京海上日動火災保険「AI技術×人工衛星画像」
浸水状況の正確な把握・査定業務の効率化

ソニー「運転特性連動型自動車保険 GOOD DRIVE」
運転特性をAI技術を活用して分析/事故リスクを5段階評価
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海外：保険業界におけるデジタル技術の活用

インド保険規制開発庁（IRDAI）「オンライン保険証券」
e-KYC「Aadhaar Authentication Services」の活用

イタリア大手損害保険会社Reale Mutua「デジタル保険証券」
ブロックチェーン技術を活用した詐欺防止や運用効率の向上を検証

Institutes RiskStream Collaborative「自動車保険証明書のデジタル化」
本人確認（個人証明）の手続きにブロックチェーン技術を活用

海外スマートコントラクト保険コンソーシアム
企業間連携による実証/コスト削減に向けた検証
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#3 スマートコントラクトの活用に向けて
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スマートコントラクトについて

暗号技術

分散型台帳
P2Pネットワーク

スマート
コントラクト

対改竄性の高い取引

透明性の高い取引

運用コストの削減

ゼロダウンタイム

P2P間での直接取引

データ共有/不正検知（監査）

第三者機関を介さない
信用メカニズムの構築

取引の自動化

記録保存・履歴の共有

価値の移転

契約の自動執行

利用権の移転情報やユーザーの
評価を記録

EX）デジタルコンテンツ・チケット・オーク
ション

サプライチェーンのリアルタイ
ム追跡

EX）小売・貴金属管理・美術品等真贋認証

プロセス・取引の全自動化・効
率化

EX）保険・電力・IoT
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● 2020年：自動決済/共有システムの利用による従来型契約とのコスト削減

● 2021年〜：プライバシーや契約内容秘匿の方法、紛争時の証拠力、契約内容の理解醸成

参考：PwC Technology Forecast

スマートコントラクトがもたらすメリット
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将来的な市場規模と産業構造への影響

市場全体の規模・・・約20兆円

参考文献：『我が国経済社会の情報化・サービス化に係る基盤整備（ブロックチェーン技術を利用したサービスに関する国内外動向調査）報告書概要資料』

● プロセス・取引の全自動化・効率化の実現は、20兆円規模の市場に影響をもたらすとされ
、スマートコントラクトの利活用が見込まれる
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将来的な市場規模と産業構造への影響

● 各産業分野におけるブロックチェーンの普及とともにスマートコントラクトの利活用が進むこと
が予想される

● プロセス・取引の全自動化・効率化に着目した商用化への取り組みが重要である

参考文献：ブロックチェーン活用事例 | グローシップ・パートナーズ株式会社


